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第6回日本モビリティ・マネジメント会議 （口頭発表資料）

イグレス交通手段に自転車を活用した
エコ通勤（「駅から自転車」※の実験）
について

※ ｢駅から自転車｣ は愛知県の公共交通利用促進モデル事業として実施

豊田市エコ通勤をすすめる会 コンビdeケッタ｢駅から自転車｣事務局

公益財団法人豊田都市交通研究所 國定精豪，加知範康，山﨑基浩

中央復建コンサルタンツ株式会社 西堀泰英
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１．実験の背景と目的

１－１．実験の背景（考え方）

愛知県豊田市はトヨタ自動車の本社があるなど「クルマ」のまちとして発展してきた
まちで、現在も依然として「クルマ」への依存度が高い。そのため、渋滞や環境の問題
もあり、エコ通勤（公共交通機関の利用などクルマに頼らない通勤）の促進に取り組ん
でいく必要がある。

現状を見てみると、駅が近くにない事業所では、鉄道などの公共交通を利用したエコ
通勤者を増やすことが難しく、鉄道駅などからの端末交通手段（イグレス交通手段）の
提供が必要であると考えられる。

２０１０年度の実験は「コンビｄｅケッタ事務局」
（豊田市エコ通勤をすすめる会）が発案した第２弾
の自転車利用実験である。

鉄道などとコンビでケッタ（自転車）を活用すると
いう「駅から自転車」を企画して、事業者や従業員
に体験してもらった。
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１－２．実験の目的

（１）事業所と協力して、鉄道などの公共交通機関の利用を促進するために、
駅から（イグレス）の端末交通手段として自転車が利用できる環境を
つくる。

（２）参加事業所には、この実験「駅から自転車」を体験することにより、
その後事業所が自主的にこの仕組みを実践いただくための、きっかけ
作りとする。

（３）一昨年度（２００９年度）のコンビデケッタ自転車共同利用実験
の結果を踏まえ、今回は仕組みとしての利用効率よりも、利用の
しやすい仕組みを構築する。

（４）その他にも、昼間の時間の有効活用として、業務利用にもする。
（基本的には各事業所で駐輪されている時間の有効活用）
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一昨年度の実験の｢コンビ デ ケッタ自転車共同利用実験」のイメージ

＜参考＞

Aさんは7:15の電車にのり、
通勤先の駅へ。Bさんは7:30
の電車で到着

Bさんは18:45の電車に
のり、Aさんは19:00の
電車で到着
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２．実験の概要
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(通勤者は自分の自転車のように制約なく利用可）
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20台分を新規購入

（準備期間：２０１０年１０月～１１月）

（※既存の自転車なども活用し、２８台分を実験用として準備した）
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※募集の結果、２３名が参加することと
なり、自転車など２３台を使用した。

（５台は予備車両）
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最高利用
日数

(61日）

＜※人（事業所）により出勤日数はバラバラ＞

Ｃ社は業務利用モデル事業所のため
通勤利用が低調だった
(通勤利用者の募集に無理があった）
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・全体では、約７割（６８％）の利用率で、一昨年度に実施した自転車
共同利用実験（見知らぬ人が同じ自転車をシェアする実験）の時の
約２割（２３％）に対し約３倍と大幅にアップした。

・また、利用の制約がないため、利用者が利用する意思さえあれば、
１００％の利用が可能（実際に１名の方が１００％利用した）
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http://ecommute-toyota.jp/index.html

http://www.pref.aichi.jp/kotsu/ecomobi/
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